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経皮吸収がある化学物質による
健康障害について

作業環境測定室　係長　軸丸 靖章

聖隷健康診断センター　作業環境測定室
TEL：053-475-1229問い合わせ先

みなさまに愛される保健機関をめざして̶

すこや か オ ア シ ス＆すこや か オ ア シ ス＆

ピンクリボンアドバイザー　臨床検査技師　山口  かやの

　近年、オルト-トルイジン等、経皮吸収があり発がん性が疑わ
れる物質による膀胱がん発症の事例報告がでています。
　化学物質は、呼吸器・消化器・皮膚を通して体内に吸収され
ます。物質によっては皮膚を通して吸収されやすいものがある
ため、環境空気中に化学物質が低濃度（又はゼロ）の状況でも、
直接触れることで体内に吸収されてしまいます。したがって、化
学防護手袋等の保護具選定の際は取り扱っている化学物質へ
の耐性（防護性能）を確認することが重要です。また、保護具の
長時間使用による劣化の際は、交換するなどの保守管理を徹底
する必要があります。
　保護具は化学物質のばく露を防ぐ最後の砦です。化学物質の
特性を踏まえて選定し、保護具を使用して作業する意味を理解
する必要があります。化学物質のばく露ゼロを目指した労働衛
生管理を推進しましょう。
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しく過ぎていく日々の中で、ご自分の身体の事は後回しにさ
れていないでしょうか。日本の乳がん検診の受診率は4割程度と
まだ低く、乳がんによる死亡率は増加傾向にあります。

近、有名人の乳がん公表などで、若い方の乳がん検診への
関心が高まっているように感じます。厚生労働省からは“40歳以
上は2年に1回、マンモグラフィ検査を”という指針が出されてい
ます。ただし、人間ドックなどの任意型検診では、乳腺密度の高
い40歳未満の方には乳房エコー検査をお勧めしています。ま
た、40歳以上でも乳腺密度が高い方には、マンモグラフィ検査
と乳房エコー検査を併用して受けていただくことをお勧めして
います。

房エコー検査は、超音波装置を使って乳腺の様子を画像
にする検査で、痛みはなく、被曝もありません。ですから、妊娠中
や授乳中の方にも受けていただけます。乳房エコー検査では、
正常乳腺は白く、しこりは黒く映るので、乳腺密度が高くても小
さなしこりを見つけることができます。また、しこり内の血流や硬
さ、内部の様子が分かるため、乳がんの早期発見に役立ちま
す。ただし、石灰化で始まるタイプの乳がんは、乳房エコー検査
のみで発見することは難しいとされていますので、検査の選択
についてはお気軽にご相談ください。

期発見のために、ぜひ、乳がん検診をお受けください。
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女性の健康診断アドバイス 乳がん検診を受けて
いらっしゃいますか？


